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トルコギキョウおよびストックの少量土壌培地耕に関する研究
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ホームユース用切り花需要の増加に対応するため，低コストで導入でき省力栽培が可能な少量土壌培地耕による

トルコギキョウおよびストックの切り花栽培について検討した．

１）少量土壌培地耕により栽培したトルコギキョウおよびスプレーストックの採花時期は養液土耕より早まった．

特にスプレーストックでは10～30日ほど開花が早かった．

２）トルコギキョウ，スプレーストックともに少量土壌培地耕で栽培することにより，切り花の草姿は養液土耕の

ものに比べ短く細いものとなった．

３）少量土壌培地耕で栽培することにより花持ちが良くなり，トルコギキョウの切り花の観賞期間は養液土耕のも

のに比べ３～５日長くなった．

４）トルコギキョウの少量土壌培地耕において，給液量を調整することで生長および切り花形質を制御することが

可能である．

５）異なる栽培システム（少量土壌培地耕，養液土耕）と播種時期を組み合わせることにより，スプレーストック

では同一品種を用いた長期間の収穫出荷が可能となる．

６）スプレーストックの少量土壌培地耕の栽植様式は株間12cm，１プランターあたり12株定植が適する．

１．緒 言

近年の花き需要の傾向は，全国的にスーパーマー

ケットや直売所を中心とするホームユース花きの需

要が増大している．

一方で，出荷先を卸売市場から直売所に移す生産

者や，女性・定年帰農者等の新規参入者が増えてい

る．このため，低コスト・省力・短茎多収等，特に

地域消費に適した新たな生産技術の開発が必要とな

っており，初心者にも栽培可能な草花類の栽培技術

の確立が期待されている．

そこで，バラ栽培で普及が進んでいる，少ない経

費で施肥・かん水労力が省力でき，管理がマニュア

ル化しやすい少量土壌培地耕
９)
による，多品目少量生

産が可能なプランターを使った草花類の栽培方法に

ついて検討した．

少量土壌培地耕の導入に当たっては，ホームユー

ス需要が大きく，同一施設での年２作が可能となる

など，導入メリットが大きい品目を選定することが

重要であるため，本研究ではこれらの条件を満たす

トルコギキョウ（Eustoma grandiflorum）およびストッ

ク（Matthiola incana）を対象品目として，当システム

と同様に液肥により栽培する省力的な技術である養

液土耕
１)， ８ )

と比較検討したので報告する．

＊

現，滋賀県農業技術振興センター農業大学校
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２．材料および方法

２．１ トルコギキョウの少量土壌培地耕

トルコギキョウにおいて，少量土壌培地耕と養液

土耕の比較および給液量が生育，切り花形質におよ

ぼす影響について検討した．

２．１．１ 少量土壌培地耕と養液土耕における栽

培方法の比較

試験は滋賀県農業技術振興センター花き・果樹分

場内ビニルハウス(55㎡)において実施した．作型は

３月定植・７～８月出荷作型とした．少量土壌培地

耕の栽植様式は，長さ74.5cm，幅35cm，高さ14cmの

発泡スチロール製プランター（龍花園製R-2）に約14

Lの培土を充填し，株間10cm，条間12cm，18株/プラ

ンターで３条植えし，そのプランターを２列に配置

した．養液土耕は畦幅90cm，株間10cm，条間12cmで

６条植えした（図１）．また，少量土壌培地耕，養液

土耕ともに山土主体の埴壌土にココピートを３L/㎡

の割合で混和した培土を使用した．

図１ 定植９日目のトルコギキョウの少量土壌培地

耕（右）および養液土耕（左）

供試品種は‘ピッコロブルー’ほか６品種を用い

（表１），2003年3月25日にセルトップ購入苗を定植

した．

培養液は大塚化学製OK-F1（N-P O -K O:15-8-17％）2 5 2

をEC0.5dS/m（窒素濃度75ppm）に調製し，灌水チュ

ーブ（三井化学プラテック社製エバフローA型，20～

25ml/株/回）で２～３回/日給液した．施肥量は，一

作あたりの窒素量で14kg/10aであった．

なお，全ての試験において培養液の原水には地下

水（pH6.0，EC0.2dS/m）を使用した。

試験区は少量土壌培地耕，養液土耕とも１区72株

に設定した．調査項目は切り花長，切り花重，着花

数，分枝数，採花期間および切り花の観賞期間とし

た．

表１ トルコギキョウ供試品種の品種特性

品 種 早晩性 花 型 花色

ﾋﾟｯｺﾛﾌﾞﾙｰ 早生 小輪一重咲き 紫

ﾋﾟｯｺﾛ

ﾌﾞﾙｰﾋ゚ ｺﾃｨ 早生 小輪一重咲き 白/青紫

まほろば

ｸﾞﾘｰﾝ 早生 大輪ﾌﾘﾝｼﾞ咲き 緑

ｴｸﾛｰｻ ﾘﾗ 中早生 大輪八重咲き 藤紫

北 斗 星 中生 大輪一重咲き 白/青紫

ｷｭｰﾄﾋﾟﾝｸ 中生 小輪一重咲き ピンク

ｷｭｰﾄｸﾞﾘｰﾝ 中生 小輪一重咲き 黄緑

２．１．２ 少量土壌培地耕と養液土耕における給

液量の検討

花き・果樹分場内ビニルハウス(55㎡)において，

少量土壌培地耕，養液土耕ともに２．１．１と同様

の栽植様式，定植日および培養液調製として実施し

た．

供試品種は‘ピッコロブルーピコティー’(早生)

および‘キュートピンク’(中生)を用いた．

給液は点滴チューブ（ネタフィム社製スーパータ

イフーン100，10～15ml/株/回）または灌水チューブ

（エバフローA型、20～25ml/株/回）で２～３回/日

給液した(表２)．施肥量は，一作あたりの窒素量で

点滴チューブスーパータイフーン100では7.8kg/10a，

灌水チューブエバフローA型では14kg/10aであった．

試験区および調査項目は２．１．１に準じた．

表２ 給液量の検討における試験区の構成

試験区 栽培方法 １回あたり給液量（ml/株）

① 少量土壌培地耕 10(曇雨天日)～15(晴天日)

② 少量土壌培地耕 20(曇雨天日)～25(晴天日)

③ 養液土耕 10(曇雨天日)～15(晴天日)

④ 養液土耕 20(曇雨天日)～25(晴天日)
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２．２ ストックの少量土壌培地耕

スプレーストックについて，少量土壌培地耕と養

液土耕との比較，播種時期による開花促進効果の確

認と最適な栽植様式について検討した．

２．２．１ 少量土壌培地耕と養液土耕における栽

培方法の比較

試験は花き・果樹分場内ビニルハウス(55㎡)にお

いて実施した．作型は８月播種・冬～春出荷作型と

した．少量土壌培地耕の栽植様式は，長さ74. 5cm，

幅35cm，高さ14cmの発泡スチロール製プランター（龍

花園製R-2）に株間10cm，条間20cm，12株/プランタ

ーで２条植え，２列配置とした．養液土耕は畦幅90

cm，株間10cm，条間20cmで４条植えとした．培土は，

少量土壌培地耕，養液土耕ともに山土を主体とした

埴壌土にハイフミン特号Aを1kg/㎡，苦土石灰を100

g/㎡の割合で混和したものを使用した．

供試品種は‘ホワイトカルテット’‘チェリーカル

テット’を用い(表３)，2002年8月29日に育苗箱に条

播し，9月20日に定植した．

培養液は大塚化学製OK-F1（N-P O -K O:15-8-17％）2 5 2

をEC0.5dS/m（窒素濃度75ppm）に調製し，点滴チュ

ーブ（ネタフィム社製スーパータイフーン100，15～

25ml/株/回）で２～３回/日給液した．施肥量は，一

作あたりの窒素量で少量土壌培地耕12kg/10a，養液

土耕17kg/10aであった．冬期暖房温度は12月11日～

12月27日は15℃，12月28日～１月15日は７℃，１月

16日～２月20日は３℃に設定した．

なお，２．２．１，２．２．２，２．２．３にお

いて頂花穂の摘除を花穂の幅１～1.5cmの時点で行っ

た．

試験区は少量土壌培地耕，養液土耕ともに１区84

株に設定した．調査項目は，切り花長，切り花重，

分枝数，採花時期および鑑賞期間とした．

２．２．２ 少量土壌培地耕と養液土耕における播

種時期による開花促進効果の検討

試験は花き・果樹分場内ガラス温室(50㎡)におい

て実施した．少量土壌培地耕は，長さ74.5cm，幅35

cm，高さ14cmの発泡スチロール製プランター（龍花

園製R-2）に株間12cm，条間15cm，10株/プランター

で２条植え，２列配置とした．養液土耕は畦幅90cm，

株間12cm，条間15cmで４条植えとした．

供試品種は‘イエローカルテットⅡ’および‘ピ

ンクファミリー’を用いた（表３）．

200 3年８月12日，25日および９月４日に育苗箱に

播種し，それぞれ９月17日，９月22日および10月１

日に定植した．

培養液は大塚化学製OK-F1（N-P O -K O:15-8-17％）2 5 2

をEC0.5dS/m（窒素濃度75ppm）に調製し，点滴チュ

ーブ（スーパータイフーン100，10～15ml/株/回）で

２～３回/日給液した．施肥量は，一作あたりの窒素

量で少量土壌培地耕が10～11kg/10a，養液土耕は18

～19k g/10aであった．冬期暖房温度は５℃に設定し

た。

試験区は少量土壌培地耕，養液土耕ともに１区30

株とした．調査項目は，切り花長，切り花重，分枝

数および採花時期とした．

２．２．３ 少量土壌培地耕における最適な栽植様

式の検討

試験は花き・果樹分場内ビニルハウス(55㎡)にお

いて実施した．少量土壌培地耕は長さ74.5cm，幅24

cm，高さ14cmの発泡スチロール製プランター（龍花

園製RN-1）に約11Lの培土を充填し，①株間15cm，条

間15cm，10株/プランターで２条植え，②株間12cm，

条間15cm，12株/プランターで２条植え，③株間10cm，

条間15cm，14株/プランターで２条植えし，いずれも

３列配置とした．

供試品種は‘ホワイトカルテット’および‘ピン

クカルテット’を用いた(表３)．

200 4年８月５日に 288穴セルトレイに播種し，９

月13日にプランターに定植した．

培養液は大塚化学製OK-F1（N-P O -K O:15-8-17％）2 5 2

をEC0.5dS/m（窒素濃度75ppm）に調製し，点滴チュ

ーブ（スーパータイフーン100，100～150ml/ﾌﾟﾗﾝﾀｰ/

回）で２～３回/日給液した．施肥量は，一作あたり

の窒素量で13. 5kg/10aであった．冬期暖房温度は２

℃に設定した。

試験区は少量土壌培地耕で，上記①区60株，②区

72株，③区84株とした．調査項目は，切り花長，切

り花重，分枝数および採花時期とした．
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表３ スプレーストック供試品種の品種特性

品 種 早 晩 性 花色

ﾎﾜｲﾄｶﾙﾃｯﾄ 早生スプレー系 白

ﾁｪﾘｰｶﾙﾃｯﾄ 早生スプレー系 淡桃

ｲｴﾛｰｶﾙﾃｯﾄⅡ 早生スプレー系 淡黄

ﾋﾟﾝ ｸｶﾙﾃｯﾄ 早生スプレー系 濃桃

ﾋﾟﾝ ｸﾌｧﾐﾘｰ 中生スプレー系 薄桃

注）育成者：カルテットシリーズ 黒川浩氏

ピンクファミリー 黒川幹氏

３．結 果

３．１ トルコギキョウの少量土壌培地耕

３．１．１ 少量土壌培地耕と養液土耕における栽

培方法の比較

採花時期について，採花始めは‘ピッコロブルー

’,‘キュートグリーン’を除く５品種で少量土壌培

地耕が早く，50%採花日は‘キュートグリーン’を除

く６品種で養液土耕に比べ少量土壌培地耕が早かっ

た．前進する日数については１～11日と幅があり，

品種間差が見られた（表４）．

切り花長は，‘キュートグリーン’を除く６品種で

少量土壌培地耕が短かった．切り花重についても，‘

キュートグリーン’を除き少量土壌培地耕が軽かっ

た．着花数および分枝数は,少量土壌培地耕が養液土

耕よりやや少ない傾向が見られた（表４）．

本試験では，肉眼観察により花弁の変色，花首の

下垂，葉の黄変等，総合的に観賞価値が消失するま

での期間を鑑賞期間として調査した結果，切り花の

観賞期間は，少量土壌培地耕が養液土耕より３～５

日長かった（表５，図２）．

表４ 少量土壌培地耕および養液土耕によるトルコギキョウの切り花形質および採花時期

品 種 栽培方法 切り花長 切り花重 着花数
*2
１次分枝数 採花時期（月/日）

(cm) (g/本) （輪） （本） 採花始め 50%採花 67%採花 採花終了

ﾋﾟ ｯｺﾛﾌﾞﾙｰ 少量土壌
*1

69.2 58.1 8 .1 4.3 7/17 7/23 7/2 9 8/ 1

養液土耕
1)

76.9 70.6 8 .1 4.5 7/17 7/24 7/2 9 8/ 5

ﾋﾟ ｯｺﾛ 少量土壌 78.9 6 7.9 8.6 5.3 7/17 7/20 7/22 7/28

ﾌﾞ ﾙｰﾋﾟｺﾃｨ 養液土耕 88.3 86. 5 8.8 4.8 7/22 7/3 1 7/31 8/ 5

まほろば 少量土壌 78.0 62.2 6.3 5.0 7/18 7/25 7/29 8/ 8

ｸﾞ ﾘｰﾝ 養液土耕 84.3 91 .3 6.5 6.2 7/25 7/ 31 8/ 1 8/ 8

ｴｸ ﾛｰｻ ﾘﾗ 少量土壌 87.0 72 .6 5.7 3.9 7/24 8/ 1 8/ 4 8/ 6

養液土耕 97.1 10 5.8 5.5 5.0 7/31 8/ 6 8/ 6 8/ 8

北 斗 星 少量土壌 87.1 87.7 7.9 5.5 7/22 7/25 7/29 8/ 5

養液土耕 96.3 113.4 9.0 5.8 7/23 7/31 7/31 8/ 5

ｷｭ ｰﾄﾋﾟﾝｸ 少量土壌 106.5 98 .7 7.5 4.6 7/25 7/29 8/ 5 8/ 8

養液土耕 110.1 103 .7 7.6 4.7 7/30 8/ 5 8/ 6 8/ 8

ｷｭ ｰﾄ 少量土壌 93.6 96 .5 8.1 5.5 7/22 7/ 31 8/ 1 8/ 7

ｸﾞ ﾘｰﾝ 養液土耕 93.7 9 6.9 8.7 6.3 7/22 7/30 7/31 8/ 8

注１）少量土壌：少量土壌培地耕

注２）着花数：収穫時において開花が見込める2cm程度以上の花蕾
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表５ 少量土壌培地耕および養液土耕による切り花の鑑賞期間

切り花観賞期間
*1
（日）

品 種

少量土壌培地耕 養液土耕 差

エクローサリラ 13 10 3

キュートピンク 14 9 5

キュートグリーン 12 9 3

注１）観賞期間： 肉眼観察により，花弁の変色，花首の下垂，葉の黄変等，

総合的に観賞価値が消失するまでの期間．

注２）採花日７月24日．花き･果樹分場室内常温（25～30℃）で静置．

生け水は水道水を用い２日おきに交換．

３．１．２ 少量土壌培地耕と養液土耕における給

液量の検討

トルコギキョウについて，少量土壌培地耕と養液

土耕における給液量の違いが採花時期に及ぼす影響

を調査した．少量土壌培地耕では，採花始めは２品

種とも給液量にかかわらず同日であった．しかし，

養液土耕では10-15ml/株/回 給液が20-25ml/株/回

給液より３日あるいは４日早かった。50%採花日につ

いては少量土壌培地耕，養液土耕ともに10-15ml/株/

回 給液が数日早かった（表６）．

切り花長は，同栽培方法内で比較すると20-25ml/

株/回 給液区が６～13％長くなった．また，‘ピッコ

ロブルーピコティー’では栽培方法にかかわらず，

切り花重，着花数，節数，１次分枝数も20-25ml/株/

回 給液区が上回り，‘キュートピンク’では少量土

壌培地耕において，20-25ml/株/回 給液区で，切り

花重は重く，着花数および１次分枝数は多い傾向が

見られた（表７）．

なお、一作に要した培養液量は，10-15ml/株/回

給液区は120t/10a，20-25ml/株/回 給液区は187t/10

aであった。

表６ 少量土壌培地耕および養液土耕における給液量の違いとトルコギキョウの採花時期

給液量 採花時期(月/日)

品 種 栽培方法

(ml/株/回) 採花始め 50%採花 67%採花 採花終了

ﾋﾟｯ ｺﾛ 少量土壌 10-15 7/17 7/20 7/22 7/28

ﾌﾞﾙ ｰﾋﾟｺﾃｨ 少量土壌 20-25 7/17 7/22 7/25 8/ 5

養液土耕 10-15 7/18 7/25 7/28 8/ 3

養液土耕 20-25 7/22 7/31 7/31 8/ 5

ｷｭｰﾄﾋﾟﾝｸ 少量土壌 10-15 7/25 7/28 7/29 8/ 3

少量土壌 20-15 7/25 7/29 8/ 5 8/ 3

養液土耕 10-15 7/27 7/31 8/ 3 8/ 8

養液土耕 20-25 7/30 8/ 5 8/ 6 8/ 8

図２ ‘キュートグリーン’の栽培方法

による日持ちの差（採花13日後に撮影，

左：養液土耕，右：少量土壌培地耕）
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表７ 少量土壌培地耕および養液土耕における給液量の違いとトルコギキョウの切り花形質

品 種 栽培方法 給液量 切り花長 切り花重 着花数
*1
節数

*2
１次分枝数

(ml/株/回) (cm) (g/本) （輪） （節） （本）

ﾋﾟｯｺﾛ 少量土壌 10-15 72.7 44.5 6.0 11.2 4.3

ﾌﾞﾙｰﾋﾟｺﾃｨ 少量土壌 20-25 78.9 67.9 8.6 12 .0 5.3

養液土耕 10-15 83.3 78.1 8.0 11 .1 5.9

養液土耕 20-25 88.3 86.5 8.8 12 .8 4.8

ｷｭｰﾄﾋﾟﾝｸ 少量土壌 10-15 90.9 53.2 6.9 12 .3 3.8

少量土壌 20-25 106.5 98.7 7.5 1 2.4 4.6

養液土耕 10- 15 104.1 113.7 10.2 15.1 4.7

養液土耕 20-25 110.1 103.7 7.6 13.9 4.7

注１）着花数：収穫時において開花が見込める長さ2cm程度以上の花蕾数

注２）節数：頂花までの節数

３．２ ストックの少量土壌培地耕

３．２．１ 少量土壌培地耕と養液土耕における栽

培方法の比較

スプレーストックについて，少量土壌培地耕と養

液土耕における生長および切り花形質について調査

した．

活着後の生育は少量土壌培地耕が優れた．また，

定植２か月後の草丈を比較すると，‘ホワイトカルテ

ット’では少量土壌培地耕が養液土耕の1.9倍であっ

た（表８）．

切り花長および切り花重は，２品種とも養液土耕

が少量土壌培地耕を上回った．節数は，養液土耕が

やや多かった．有効花枝数は，栽培方法による影響

は小さかった（表８）．

採花始めは，少量土壌培地耕が養液土耕より21日

早く，また，少量土壌培地耕では採花開始後短期間

で 50%採花～67%採花の収穫最盛期を迎えたのに対

し，養液土耕での収穫最盛期は採花開始より30日ほ

ど経過してからであった（表９，図３）．

表８ 少量土壌培地耕および養液土耕におけるスプレーストックの生長および切り花形質

品種 栽培方法 定植２か月後草丈
*1
切り花長 切り花重 節数 有効花枝数

*2

(cm) (cm) (g/本) (節) (本)

ホワイト 少量土壌 45.0 69.5 84.9 29.9 6.3

カルテット 養液土耕 24.0 86.0 173.0 32.5 6.6

チェリー 少量土壌 － 72.8 95.6 30.6 7.0

カルテット 養液土耕 － 88.6 171.7 33.2 6.9

注１）定植２か月後草丈：2002年11月18日調査

注２）有効花枝数：収穫時において開花が見込める分枝数
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表９ 栽培方法がスプレーストックの採花時期に及ぼす影響

品 種 栽培方法 採花時期 (月/日)

採花始め 50%採花 67%採花 採花終了

ホワイト 少量土壌 12/23 12/27 12/29 1/27

カルテット 養液土耕 1/14 2/12 2/17 2/24

チェリー 少量土壌 12/23 12/29 12/31 1/22

カルテット 養液土耕 1/14 2/13 2/17 2/24

３．２．２ 少量土壌培地耕と養液土耕における播

種時期による開花促進効果の検討

スプレーストックについて，播種日および栽培方

法の違いが採花時期に及ぼす影響について調査した．

栽培方法や品種にかかわらず，播種日が遅いほど

採花期間は短くなり，また，９月４日播種の到花日

数がやや短くなった．少量土壌培地耕における到花

日数は，早生品種である‘イエローカルテットⅡ’

では８月12日播種から順に，164日，171日，167日で，

中生品種である‘ピンクファミリー’では181日，

177日，172日となった（表10）．

播種日の違いによる切り花形質への影響について

は，両品種とも８月12日播種が他の播種日に比べや

や長さは短く，重さは軽くなる傾向が見られた（表

11）．

表10 播種日ならびに栽培方法の違いとスプレーストックの採花時期

品 種 播種日 栽培方法 採花時期 (月/日) 到花日数
*

採花始め 50%採花 67%採花 採花終了 （日）

8/12 少量土壌 12/30 1/23 1/26 2/ 4 164

養液土耕 2/ 2 2/10 2/13 2/23 182

ｲｴﾛｰｶﾙﾃｯﾄⅡ 8/25 少量土壌 2/ 2 2/12 2/12 2/23 171

養液土耕 2/12 2/23 2/25 3/ 1 182

9/ 4 少量土壌 2/ 9 2/18 2/20 2/27 167

養液土耕 2/23 3/ 1 3/ 3 3/ 6 179

8/12 少量土壌 1/14 2/ 9 2/12 2/26 181

養液土耕 2/ 9 2/20 2/26 3/ 6 192

ﾋﾟﾝｸﾌｧﾐﾘｰ 8/25 少量土壌 1/30 2/18 2/20 2/25 177

養液土耕 2/18 2/25 3/ 1 3/ 6 184

9/ 4 少量土壌 2/16 2/23 2/27 3/ 2 172

養液土耕 2/25 3/ 2 3/ 6 3/12 180

注）到花日数：播種から50%採花日までの日数

図３ スプレーストックの栽培方法と開花

時期の差（手前：少量土壌培地耕，

奥：養液土耕）
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また，少量土壌培地耕と養液土耕の比較において

は，播種日にかかわらず，２品種とも少量土壌培地

耕が10～30日程度早く採花でき，播種日が遅いほど

区間差は小さくなる傾向が見られた（表10）．切り花

形質については，播種日にかかわらず２品種とも少

量土壌培地耕は養液土耕に比べ短く軽く，有効花枝

数も少なかった（表11）．

表11 スプレーストックの栽培方法ならびに播種日の違いと切り花形質

品 種 播種日 栽培方法 切り花長 切り花重 節数 有効花枝数
*

(cm) (g/本) （節） （本）

8/12 少量土壌 74.0 109.9 30.8 4.6

養液土耕 83.8 167.6 31.7 5.3

ｲ ｴﾛｰｶﾙﾃｯﾄⅡ 8/25 少量土壌 78.5 116.1 34.2 5.5

養液土耕 86.6 162.1 32.3 6.1

9/ 4 少量土壌 80.6 113.9 33.4 5.6

養液土耕 82.2 125.1 30.9 6.7

8/12 少量土壌 83.1 130.9 46.4 5.7

養液土耕 98.9 197.4 44.4 6.9

ﾋ ﾟﾝｸﾌｧﾐﾘｰ 8/25 少量土壌 86.6 137.4 44.4 6.4

養液土耕 94.6 220.8 44.1 7.4

9/ 4 少量土壌 89.1 133.8 44.1 7.3

養液土耕 90.7 198.5 43.1 10.2

注）有効花枝数：収穫時において開花が見込める分枝数

表12 少量土壌培地耕におけるスプレーストックの栽植様式と採花時期

品 種 栽植様式 採花時期 (月/日) 年内採花率

採花始め 50%採花 67%採花 採花終了 (％)

株間15cm 12/13 12/28 1/ 4 2/17 62

ﾎﾜｲﾄｶﾙﾃｯﾄ 株間12cm 12/16 1/ 9 1/24 2/17 37

株間10cm 12/21 1/24 2/ 7 2/24 23

株間15cm 12/14 1/ 9 1/17 2/14 39

ﾋﾟﾝｸｶﾙﾃｯﾄ 株間12cm 12/ 9 1/14 1/24 2/17 47

株間10cm 12/14 2/ 1 2/ 7 2/17 17
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３．２．３ 少量土壌培地耕における最適な栽植様

式の検討

採花時期は，株間が広いほど早まる傾向があった．

少量土壌培地耕の年内採花率は，株間15cm区と12cm

区が高かった（表12）．

切り花長は，‘ホワイトカルテット’は株間が狭く

密植となる12cm区および10cm区で長いが，‘ピンクカ

ルテット’は明確な差がなかった．切り花重は，株

間10cm区が軽くなった．節数と有効花枝数について

は，株間の違いによる明確な差はなかった（表13）．

表13 少量土壌培地耕におけるスプレーストックの栽植様式と切り花形質

品 種 栽植様式 切り花長 切り花重 節数 有効花枝数
*

(cm) (g/本) （節） （本）

株間15cm 60.6 94.9 35.2 6.7

ﾎﾜｲﾄｶﾙﾃｯﾄ 株間12cm 65.4 110.1 37.3 7.5

株間10cm 65.9 93.7 36.0 6.8

株間15cm 69.2 99.2 43.0 6.8

ﾋﾟﾝ ｸｶﾙﾃｯﾄ 株間12cm 69.6 89.5 41.6 5.8

株間10cm 69.1 79.0 40.9 5.8

注）有効花枝数：収穫時において開花が見込める分枝数

４．考 察

滋賀県農業試験場（現滋賀県農業技術振興センタ

ー）が開発した少量土壌培地耕は，土壌を主な培地

とする養液栽培法の一つである．施設野菜より技術

の開発
11)
，普及が進み，花き類では特にバラ

９ )
におい

て現地への普及が進んでいる．そこで今回は新規品

目として，トルコギキョウとストックについて養液

土耕と比較しつつ，少量土壌培地耕での栽培方法の

確立を目指した．

少量土壌培地耕は，養液土耕と比べトルコギキョ

ウ，ストックともに開花が早まることが明らかとな

った．特にストックでは定植時期によって１か月以

上開花が早まる品種もあった．しかし反面，開花が

早まったため草姿は草丈が短く茎の細いものとなっ

たが，家庭での使用には十分な品質が得られた．

この採花時期の差が生じる理由としては，根の形

状の違いが考えられる．トルコギキョウもストック

も本来は直根性の植物であり，直播きすると１次根

が深く長く垂直に伸長していくが，養液土耕，少量

土壌培地耕ともにそのような根の形状にはなってい

ない（図４）．少量土壌培地耕においては１次根は株

元にごくわずかに見られるだけで，２次以上の高次

根が細かく密に張り詰めていた．養液土耕について

は２次根がよく伸長しているが，本試験では移植栽

培を行ったためセルトップ購入苗あるいはセルトレ

イを用いて育苗しているときに１次根の生長が停止

し，２次根が伸長したと考えられる（図４，５）．

河野ら
５ )
は比較的小さい土壌空間に多くの根系を構

成する根が分布している根系を「集中型根系」と呼

ぶことを提唱し，この集中型根系を有する作物は相

対的に耐湿性に優れるとしている．さらに，この根

系は特に養水分移動速度の比較的速い，湿った，あ

るいは水飽和土壌中において，集中的に養水分の吸

収を行うのに適しており，逆に言えばこのような条

件下で生育する作物種は，余分なエネルギーを使っ

てまで大きな根系を形成する必要は無いと考えられ

る，と述べている．本試験においてもストック定植

後の初期生育は少量土壌培地耕が優れており，余分

なエネルギーを使うことなく効率よく養分を吸収で

きていたと思われる．トルコギキョウについてもス
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トック同様，プランター内部に細い根がびっしりと

張りつめており，効率よく養水分を吸収できていた

と考えられる．しかし，根は養水分の吸収以外にも

様々な役割を担っており，根の形態と地上部の生長

との関連について明らかになっていない点が多く，

今後解明していく必要がある．

トルコギキョウは，少量土壌培地耕であっても給

液量を増やすことで切り花のボリュームアップが図

れる．また，生育初期の養分吸収は少なく，中期か

ら採花期にかけて尻上がりに吸収が増加する
４) ，６ ），７ ）

．

さらに，慣行の土耕栽培における適切な窒素施用量

は10aあたり20kgとされている
７ )
ことから，本試験に

おいても給液量，すなわち施肥量の多い20-25ml/株/

回 給液区の切り花は10- 15ml/株/回 給液区より長

く，重くなったのだと考えられる．これらのことか

ら，給液量を調整することで生長を制御し，切り花

の形質を目標とする品質に近づけることができると

思われる．また本試験において，プランター内の培

土は常に湿った状態であったが，水分は常に動いて

いるため空気が入り，過湿によるストレスは受けて

いないと考えられる．

切り花品質は少量土壌培地耕で栽培することによ

り，養液土耕に比べ切り花の花持ち期間が長くなっ

た．これは，茎曲がりと葉のしおれが鑑賞価値喪失

の主な理由であるが，先に述べたとおり，少量土壌

培地耕で栽培した切り花は養液土耕のものに比べ短

く細いものとなっており，これは葉についても同様

で養液土耕に比べ少量土壌培地耕の葉面積は小さか

った．このため，葉からの蒸散量が養液土耕による

切り花に比べ少なく，蒸散量＞吸水量という状態に

なりにくいためだと推測される．また，トルコギキ

ョウはエチレン感受性が低いこと
３ )
，花弁のしおれに

ついては少量土壌培地耕と養液土耕の間に明瞭な差

は見られなかったことから，この鑑賞期間の差にエ

チレンは関係しないと考えられる．

また，スプレーストックの少量土壌培地耕におけ

る栽植様式については，切り花品質と年内採花率か

ら判断して株間12cm，１プランター（長さ74.5cm，

幅24cm，高さ14cmのもの）あたり12株定植が適する

と考えられる．これはスタンダード系と同様の栽植

様式で，スプレーストックはもっと広い株間（15cm

角に６条植え）での定植が適するとされていた
10 )
が，

少量土壌培地耕ではスリムな草姿となるためこの栽

植様式で適すると考えられる．

播種時期については，８月中旬～９月上旬にかけ

て分散して播種することで，採花時期，特に採花始

め～67%採花までの期間の分散が見られた．切り花の

節数について，‘イエローカルテットⅡ’では30～35

節，‘ピンクファミリー’では43～46節と，播種日，

栽培方法にかかわらず一定であることから，花芽分

化には一定の節数が必要であり，採花時期の早晩は

播種日の違いによる生育の差，すなわち花芽分化節

位に至った日数の差によるものであると考えられる．

また，到花日数については，特に中生品種である‘

ピンクファミリー’で播種日を遅らせると短くなる

図４ トルコギキョウの根の比較（収穫後撮影，上段：養

液土耕，下段：少量土壌培地耕，品種：エクローサリラ）

図５ トルコギキョウの少量土壌培地耕における根張り

(収穫後撮影)
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傾向にあった．この原因は８月中旬の播種では生育

初期に高温に接したため生育が遅れてしまったこと

と，花芽分化には低温（高温限界15～18℃）に接す

ることが必要である
２ )
ことが組み合わさって生じたと

考えられる．しかし切り花品質には播種日による明

らかな優劣は見られなかったことから，播種時期の

分散と養液土耕による栽培を組み合わせることで，

同一品種を用いた長期間の収穫出荷が可能と考えら

れる．

以上，今回試験を行ったトルコギキョウおよびス

トックについては養液土耕と比較して少量土壌培地

耕によるものは収穫が早まるというメリットがあっ

た反面，切り花のボリュームは細く、短くなった．

しかし，切り花長70cmあるいは80cmを超す特級品作

りを目指さず，60cmの切り花長で十分とされるホー

ムユース用を販売の主体にするのであれば少量土壌

培地耕の品質がむしろ適していると言え，さらに，

花持ちがいいというメリットを活用できる．

プランターを使った少量土壌培地耕は地下水位や

土壌条件の影響を受けず，土壌病害の蔓延防止と同

じ養液での多品目少量生産が可能となる．また、運

搬性に優れるため栽培場所を１か所に固定しなくて

も良く，露地から施設，施設から他の施設など，栽

培場所を移動させることによって施設の有効活用を

図ることも可能である．本稿の冒頭で，「新規参入者

にも可能な栽培技術を確立する」という目的を述べ

たが，既存生産者による単一品目栽培の卸売市場出

荷主体の経営から複合品目栽培による多方面への販

路開拓を行う場合にも少量土壌培地耕は大いに有効

である．
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Summary

We examined the cultivations of Lisianthus and Stock by Small-volume Soil Medium
Nutriculture System(hereafter abbreviated to SSN) that can be installed with low-cost and leads
to labour-saving, to meet the increading demand cut flowers for the home consumption.

1) The harvest time of Lisianthus and spray Stock by SSN was earlier than bay the one of drip
fertigation system(hereafter abbreviated to DFS), and especially the flowering of spray Stock
was 10 to 30 days earlier.
2) The stems of the cut flowers grown by SSN were shorter and thinner than by DFS.
3) The vase life of the cut flowers grown by SSN was longer than by DFS, and especially that
of Lisianthus was 3 to 5 days longer .
4) On Lisianthus grown by SSN, it seemed that the growth and the appearance of the cut
flowers can be controlled by adjusting the amount of supplied nutrient solution.
5) On spray Stock, it semed that the combination with two different cultivation systems(SSN
and DFS) and extension of the sowing dates makes the period of harvest and shipment extend,
under using only one cultiver.
6) The planting density of spray Stock by SSN that we recommend is 12 plants a
container(74.5cm x 24cm x 14cmH) planter(the row spacing 15cm, the plant spacing 12cm,
two rows).


